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〇地域還元施設等整備基本構想策定の目的 

ごみ処理施設の整備・運営においては、周辺住民との信頼関係を確保することが重要である。住民生

活や産業環境の改善など、周辺地域を意識した地域還元の取り組み姿勢を示すことで信頼関係を構築し

ていくことが求められる。このような観点から、周辺地域の良好な生活環境の形成に資する新地域還元

施設のあり方を検討し、整備の方針を基本構想として取りまとめることを目的とする。 

 

○白雲荘の概要 

白雲荘は、昭和 54 年８月に開設し、平成 29 年度に解体されるまで、石岡市及び小美玉市の市民に対し

て、健康増進や余暇活動、高齢者を中心とした交流の機会などを提供してきた。利用者は年間延べ２万

人を数え、惜しまれながらも、新広域ごみ処理施設整備のため取り壊さざるを得ない状況であった。 

また、永らく地元にごみ処理施設があり、今後もあり続けることに対する周辺住民への還元施設とし

て、重要な役割を担ってきた施設であった。 

【図表】白雲荘の概要 

所 在 地 小美玉市高崎1824番地399 

規  模 

敷地面積：7,500㎡ 

建築面積：1,275㎡ 

延べ面積：1,240㎡ 

施設構成 

大広間（舞台あり）、図書室、娯楽室、工作室、個室（4室） 

浴室2（男女別、更衣室、休憩室、庭園、トイレ） 

ホール（機能回復コーナー、中庭） 等 

屋外  （駐車場、芝コート、ゲートボール場） 

駐車場約40台（他に大型バス１台の駐車スペース有り）、駐輪場約10台 

営業形態 休業日：月曜日、第二・第四火曜日 

利用料金 
休憩料金：一般500円 ※石岡市・小美玉市在住の60歳以上の高齢者200円 

個室利用： 1,000～1,600円 

利用状況 

平成24年度：22,587人 

平成25年度：23,114人 

平成26年度：22,093人 

平成27年度：21,239人 

平成28年度：20,024人 

 
全景 

 
浴室 

      （資料：霞台厚生施設組合） 
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【図表】白雲荘 位置図 

 

 

 

  


